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ご注意 ：この日本語データ シー ト は参考資料と し て提供し てお り、 内容が最新でない
場合があり ます。製品のご検討およびご採用に際し ては、必ず最新の英文デー
タ シー ト をご確認 く ださ い。

4:1入力マルチプレクサおよびFR4イコライザ内蔵3Gbps HD/SD SDIリクロッカ

概要

LMH0356 4:1 入力マルチプレクサおよび FR4 イコライザ内蔵 
3Gbps HD/SD SDI リクロッカは、SMPTE 424M、SMPTE 292M、    
および SMPTE 259M (C) 標準に準拠するシリアル ・ デジタル ・  
ビデオ ・ データのリタイミングを行います。 LMH0356 は、
270Mbps、 1.483Gbps、 1.485Gbps、 2.967Gbps、 2.97Gbps の
シリアル ・ データレートで動作します。 LMH0356 は、 270Mbps
で DVB-ASI の動作もサポートします。 LMH0356 には、 リタイ
ミングのために 4 つの入力データ・ストリームのいずれかを選択
する 4:1 入力マルチプレクサが内蔵されています。 さらに、
LMH0356 の 4 つの入力のそれぞれに、 0 ～ 30 インチの FR4
トレース長をイコライズできる FR4 イコライザがあります。

LMH0356 は、 自動的に入力データレートを検出し、 入力デー
タのリタイミングによって累積ジッタを抑制するように自己調整し
ます。 LMH0356 は、 シリアル ・ データレート ・ クロックを復元
し、 オプションとして、 それを出力します。 LMH0356 には 2 つ
の差動シリアル ・ データ出力があり、 2 番目の出力を低ジッタ、
データレート ・ クロック出力として選択できます。 コントロールお
よびインジケータには、 シリアル ・ クロックまたは 2 番目のシリア
ル ・ データ出力選択、 マニュアル転送レート選択入力、 SD/
HD レート ・ インジケータ出力、 ロック検出出力、 自動 / マニュ
アル ・ データ ・ バイパス、 出力ミュート、 デバイス ・ イネーブ
ルがあります。 シリアル ・ データ入力、 出力、 シリアル ・ クロッ
ク出力は、 差動 LVPECL 互換です。 CML シリアル ・ データ
およびシリアル ・ クロック出力は、 100Ω 差動終端ネットワーク
を駆動できます。 制御ロジックの入出力は、 LVCMOS 互換で
す。

LMH0356 は 3.3V 単一電源で動作します。 消費電力は標準で
430mW です。このデバイスは、7 × 7mm 48 ピン LLP パッケー 
ジ (QFN とも呼ばれます ) と、 さらに実装効率のよい 5 × 5mm 
40 ピン LLP パッケージという 2 種類の省スペース ・ パッケージ
で供給されます。

特長

■ SMPTE 424M、 SMPTE 292M、 SMPTE 259M (C) 
シリアル ・ デジタル ・ ビデオ標準をサポート

■ 270Mbps、 1.483Gbps、 1.485Gbps、 2.967Gbps、 2.97Gbps
シリアル ・ データレート動作をサポート

■ 270Mbps の DVB-ASI をサポート

■ 3.3V 単一電源動作

■ 消費電力の代表値 430mW

■ 内蔵 4 ： 1 マルチプレクス入力

■ 各マルチプレクス入力に1つの0～30インチFR4イコライザ

■ 2 つの差動、 リクロック出力

■ 2 番目のリクロック出力または復元したクロック出力の選択

■ 単一 27MHz 外部水晶または基準クロック入力

■ マニュアル ・ レート選択入力

■ SD/HD 動作レート ・ インジケータ出力

■ ロック検出インジケータ出力

■ データ / クロック用出力ミュート機能

■ 自動 / マニュアル ・ リクロッカ ・ バイパス

■ デバイス ・ パワー ・ ダウン制御を行う省電力モード 
( ディスエーブル状態で消費電力の代表値が 10mW)

■ 差動 LVPECL 互換シリアル ・ データ入力 / 出力

■ LVCMOS 制御入力およびインジケータ出力

■ 48 ピン LLP パッケージまたは 40 ピン LLP パッケージ

■ 工業用温度範囲 : － 40 ℃～＋ 85 ℃

■ 48 ピン LLP バージョンは LMH0056/LMH0036 とフットプリ
ント互換

アプリケーション

■ 下記の用途の SDTV/HDTV および 3Gbps シリアル ・ 
デジタル ・ ビデオ ・ インタフェース

― デジタル ・ ビデオ ・ ルータ、 スイッチャ

― デジタル ・ ビデオ処理、 編集機器

― DVB-ASI 機器

― ビデオ標準、 フォーマット ・ コンバータ

2.97 Gbps Signal Before FR4 
Equalization (0.6 UI Jitter)

2.97 Gbps Signal After FR4 
Equalization (0.23 UI JItter)

2.97 Gbps Signal After Reclocking 
(0.06 UI JItter)

LMH0356
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56 代表的なアプリケーション

ブロック図
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ピン説明

LLP-48 ピン LLP-40 ピン 名称 説明

1 1 SDI0 非反転データ入力 0
2 2 SDI0 反転データ入力 0
4 4 SDI1 非反転データ入力 1
5 5 SDI1 反転データ入力 1
7 6 SDI2 非反転データ入力 2
8 7 SDI2 反転データ入力 2

9 8
ENABLE デバイス・イネーブル。 Low のときにデバイスをパワーダウン。 

このピンは内部でプルアップされています。

10 9 SDI3 非反転データ入力 3
11 10 SDI3 反転データ入力 3

15 14
BYPASS/AUTO BYPASS バイパス / 自動バイパス・ モード選択。 High のときにリクロッキ

ングをバイパス。 このピンは内部でプルダウンされています。

16 15
OUTPUT MUTE データおよびクロック出力ミュート入力。 Low のときに出力を

ミュート。 このピンは内部でプルアップされています。

18 16 XTAL IN/EXT CLK 水晶発振器または外部オシレータ入力

22 19 XTAL OUT 水晶発振器出力

24 23 LOCK DETECT PLL ロック検出出力 ( アクティブ High)
28 24 SCO/SDO2 シリアル ・ クロックまたは反転シリアル ・ データ出力 2
29 25 SCO/SDO2 シリアル ・ クロックまたは非反転シリアル ・ データ出力 2
32 27 SDO 反転データ出力

33 28 SDO 非反転データ出力

36 31 SD/HD
データレート範囲出力。 出力は SD では High、 HD または 3G
では Low。

37 32
SCO_EN 

シリアル ・ クロックまたはシリアル ・ データ 2 出力選択。 第 2
出力を High のときクロック出力に、Low のときデータ出力に設
定。 
このピンは内部でプルダウンされています。

43 35 LF1 ループ ・ フィルタ

44 36 LF2 ループ ・ フィルタ

45 37 RATE 0
データレート選択入力。 このピンは内部でプルダウンされてい
ます。

46 38 RATE 1
データレート選択入力。 このピンは内部でプルダウンされてい
ます。

47 39 SEL0
データレート選択入力。 このピンは内部でプルダウンされてい
ます。

48 40 SEL1
データレート選択入力。 このピンは内部でプルダウンされてい
ます。

3、 6、 12、 14、
30、 31、 34、 35

3、 11、 13、 26、
29、 30

VCC 正電源入力

DAP、 13、 17、
19、 20、 21、 23、
25、 26、 27、 38、
39、 40、 41、 42

12、 17、 18、 20、
33、 34

VEE 負電源入力

― 21、 22 NC 未接続
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56 ピン配置図

露出したダイ ・ アタッチ ・ パッドは、 このデバイスの主要な負極側端子です。 これを負の電源電圧に接続する必要があります。

48-Pin LLP
Order Number LMH0356SQ

See NS Package Number SQA48A
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ピン配置図 ( つづき )

露出したダイ ・ アタッチ ・ パッドは、 このデバイスの主要な負極側端子です。 これを負の電源電圧に接続する必要があります。

40-Pin LLP
Order Number LMH0356SQ-40

See NS Package Number SQF40A
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56 絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。 

関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

推奨動作条件

DC 電気的特性

特記のない限り、 推奨動作条件に記載の電源電圧および動作周囲温度に対して適用 (Note 2、 3)。

電源電圧 (VCC － VEE) 4.0V

論理電源電圧 (Vi) VEE － 0.15V ～ 
VCC ＋ 0.15V

論理入力電流 ( シングル入力 )

 Vi = VEE － 0.15V － 5mA

 Vi = VCC ＋ 0.15V ＋ 5mA

論理出力電圧 (Vo) VEE － 0.15V ～ 
VCC ＋ 0.15V

論理出力ソース / シンク電流 ± 8mA

シリアル ・ データ入力電圧 (VSDI) VCC ～ VCC － 2.0V  

シリアル ・ データ出力シンク電流 (ISDO) 24mA

パッケージ熱抵抗

 θJA48 ピン LLP 24 ℃ /W

 θJA40 ピン LLP 33.1 ℃ /W

 θJC 48 ピン LLP 1.5 ℃ /W

 θJC 40 ピン LLP 7 ℃ /W

保管温度範囲 － 65 ℃～＋ 150 ℃

接合部温度 ＋ 125 ℃

許容リード温度 ( ハンダ付け 4 秒 ) ＋ 260 ℃ ( 鉛フリー ) 

ESD 耐圧 (HBM) 8kV

ESD 耐圧 ( マシン ・ モデル ) 400V

ESD 耐圧 (CDM) 1250V

電源電圧 (VCC － VEE) 3.3V ± 5%

論理入力電圧 VEE ～ VCC  

差動シリアル入力電圧 800mV ± 10%

シリアル ・ データまたは 
クロック出力シンク電流 (ISO) 最大 16mA

動作温度範囲 (TA) － 40 ℃～＋ 85 ℃
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AC 電気的特性

特記のない限り、 推奨動作条件に記載の電源電圧および動作周囲温度に対して適用 (Note 3)。
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56 AC 電気的特性 ( つづき )

特記のない限り、 推奨動作条件に記載の電源電圧および動作周囲温度に対して適用 (Note 3)。

Note 1: 「絶対最大定格」 とは、 この値を超えるとデバイスの寿命と動作を保証できない制限値のことを意味します。 ここで明記された最大値は、 各デバイス

をこれらのリミット値またはそれを超えた値で動作可能または動作させるべきことを意味するものではありません。 「電気的特性」 の表にデバイスの許

容動作条件が示されています。

Note 2: デバイス ・ ピンに流れ込む電流を正と規定しています。 デバイス ・ ピンから流れ出る電流を負と規定しています。 すべての電圧は、 VEE (0 ボルトに等 

しい ) を基準としています。

Note 3: 代表値は VCC ＝＋ 3.3V、 TA ＝＋ 25 ℃における値です。

Note 4: 仕様は設計によって保証されています。

Note 5: RL ＝ 100Ω 差動。

Note 6: 最初の SDI の遷移からロック検出 (LD) 出力が High (ｔrue) になるまでの間で計測。

Note 7: ピーク ・ ツー ・ ピーク振幅幅 (SMPTE RP 184-1996 パラグラフ 4.1 に従って正弦変調 ) 。 テスト ・ データ信号はカラー ・ バー。

Note 8: このパラメータは電圧特性評価と温度制限によって保証されています。

Note 9: SMPTE RP 184-1996 の Figure 1 の 「A1」 を参照。

Note 10: SMPTE RP 184-1996 の Figure 1 の 「A2」 を参照。

Note 11: PRBS 210 － 1、 入力ジッタ＝ 31psP-P。

Note 12: PRBS 210 － 1、 入力ジッタ＝ 24psP-P。

Note 13: PRBS 210 － 1、 入力ジッタ＝ 22psP-P。
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デバイスの説明

LMH0356 4:1 入力マルチプレクサおよび FR4 イコライザ内蔵 
3Gbps HD/SD SDI リクロッカは、 多様なデジタル ・ ビデオ信号  
処理機器で使用されます。 サポートされているシリアル ・ デジ
タル ・ ビデオ標準は、 SMPTE 259M (C)、 SMPTE 292M、   
SMPTE 424M です。 対応するシリアル ・ データレートは、 
270Mbps、 1.483Gbps、 1.485Gbps、 2.967Gbps、 2.97Gbps で
す。 270Mbps の DVB-ASI データもリタイミングできます。
LMH0356 は、 累積ジッタを抑制するためにシリアル ・ データ ・
ストリームのリタイミングを行います。 LMH0356 は 2 つの低ジッ
タ、 差動、 シリアル ・ データ出力を提供します。 2 番目の出力
の選択によって、 シリアル ・ データまたは低ジッタ ・ シリアル ・
データ・クロックのどちらかを出力することができます。コントロー
ルおよびインジケータには、 シリアル ・ クロックまたは 2 番目の
シリアル ・ データ出力選択、 マニュアル転送レート選択入力、
SD/HD レート出力、 ロック検出出力、 自動 / マニュアル ・ デー
タ ・ バイパス、 出力ミュートがあります。

シリアル ・ データ入力は CML および LVPECL 互換です。 シリ
アル ・ データおよびクロック出力は差動 CML であり、 LVPECL
互換レベルを生成します。出力バッファ設計は、AC 結合または 
DC 結合され、 終端された 100Ω 差動負荷を駆動できます。 差
動出力レベルは、 100Ω の AC 結合または DC 結合された差
動負荷で 750mVP-P です。 論理入力 / 出力は、 LVCMOS 互
換です。

バイス ・ パッケージは、 48 ピン LLP または 40 ピン LLP です。
いずれのパッケージにも露出ダイ ・ アタッチ ・ パッドが付いてい
ます。 露出ダイ ・ アタッチ ・ パッドは、 電気的にデバイスのグ
ラウンドに接続され (VEE)、 デバイスの主要な負極側端子となり
ます。 この端子を負電源または回路グラウンドに接続する必要
があります。

シリアル ・ データ入力、 シリアル ・ データおよび

クロック出力

シリアル ・ データ入力および出力

差動シリアル ・ データ入力 SDI0-SDI3 は、 Table 1 に示してい 
るレートでシリアル ・ デジタル ・ ビデオ ・ データを受信します。
Figure 1 は、 SDI[3:0] および SDI[3:0] の等価入力回路を示し 
ます。 シリアル ・ データ入力は差動 LVPECL 互換です。 これ

らの入力は、Figure 1 に示すように 50Ω 内部終端 (100Ω 差動 ) 
と内部バイアスを備えます。 これらの入力は、 LMH0344 アダプ 
ティブ・ケーブル・イコライザなどのデバイスとDC 結合するように 
作られています。 DC 結合による入力は規定のコモンモード範 
囲内でなければなりません。入力信号が LMH0356 の入力コモ
ンモード範囲の外にある場合 (5V PECL と接続するときなど )、 
入力を AC 結合することがあります。 このような場合、 バイアス
は内部から供給されるので、 追加の入力バイアスは必要ありま
せん。 入力インタフェースについて詳しくは、 「アプリケーション
情報」 を参照してください。

LMH0356 は、 4 つの独立した、 イコライズされたデータ入力お
よびマルチプレクス ・ データ入力を提供します。 アクティブ入力
チャネルは、 Table 2 に示すように SEL0 ピンおよび SEL1 ピン 
を通じて選択されます。 4 つの入力のそれぞれのイコライザは、
異なるトレース長またはデータレートをプログラミングすることな
しに、 最大 30 インチまでの FR4 トレースをイコライズできます。

LMH0356 には、 2 つのリタイミングされた差動シリアル ・ デー
タ出力 SDO および SCO/SDO2 があります。 これらの出力は、
LMH0302 ケーブル ・ ドライバ、 LMH0031 デシリアライザなど
のデバイスにリタイミングされた低ジッタ差動データを提供しま
す。 出力 SCO/SDO2 は多重化され、 2 番目のシリアル ・ デー
タ出力またはシリアル ・ クロック出力を提供できます。 Figure 2 
は、 SDO、 SDO、 SCO/SDO2、 SCO/SDO2 の等価出力回路
を示しています。

SCO_EN 入力は、SCO/SDO2 出力の動作モードを制御します。
SCO_EN 入力が High であるとき、SCO/SDO2 出力はシリアル・
クロックを提供します。SCO_EN が Low であるとき、SCO/SDO2
出力は、 リタイミングされたシリアル ・ データを提供します。

OUTPUT MUTE 入力が論理 Low レベルであるとき、 2 つの差 
動シリアルデータ出力 SDO および SCO/SDO2 はどちらもミュー
トされます。 SCO/SDO2 はまた、 この出力がシリアル ・ クロック
出力として動作していて、 バイパス ・ モードがアクティブ化され
たときにもミュートされます。SDO と SDO ( または SDO2 と SDO2) 
は、 ミュートされたとき、 逆の差動出力レベルとなります。 CML
シリアル ・ データ出力は、 差動 LVPECL 互換です。 これらの
出力は、 内部 50Ω プルアップを備えており、 AC 結合または
DC 結合、 100Ω センタータップまたは AC グラウンドされた、 も
しくは 100Ω のセンタータップされていない差動終端ネットワー
クを駆動できます。

FIGURE 1.   Equivalent SDI Input Circuit (SDI[3:0], SDI[3:0])
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56 シリアル ・ データ入力、 シリアル ・ データおよびクロック出力 ( つづき )

FIGURE 2.   Equivalent SDO Output Circuit (SDO, SDO, SCO/SDO2, SCO/SDO2)

動作シリアル ・ データレート

このデバイスは、270Mbps、1483Mbps、1485Mbps、2967Mbps、
2970Mbps のシリアル ・ データレートで動作します。 このデバイ
スはこれらのレートの調波にロックしません。 データレートが
143Mbps、 177Mbps、 360Mbps、 540Mbps ではデバイスはロッ
クせず、 自動的にリクロッカ ・ バイパス ・ モードに入ります。

シリアル ・ データ ・ クロック / シリアル ・ データ 2 出力

シリアル・データ・クロック / シリアル・データ 2 出力は、SCO_EN
入力によって制御され、 2 番目のリタイミングされたシリアル ・
データ出力、 または処理中のシリアル ・ データレートに応じた
低ジッタ差動クロック出力を提供します。 シリアル ・ クロック出力
として動作するとき、 クロックの立ち上がりエッジは、 対応する
シリアル ・ データ ・ ビット ・ インターバルの中央から 10％の範囲
内に配置されます。

SCO_EN 入力が論理 Low レベルであるとき、 差動出力 SCO/
SDO2 は 2 番目のシリアル ・ データ出力として機能します。
SCO_EN 入力が論理 High レベルであるとき、 この出力はシリ
アル ・ クロック出力として機能します。 SCO_EN 入力には内部
プルダウン・デバイスがあり、SCO_EN のデフォルト状態は Low
( シリアル・データ出力 2 がイネーブル ) です。OUTPUT MUTE 
入力が論理 Low レベルであるとき、 SCO/SDO2 はミュートされ
ます。 バイパス ・ モードがアクティブ化されていて、 この出力が
シリアル・クロック出力として機能するときにも、この出力はミュー
トされます。 自動バイパス ・モードでこの出力がシリアル ・クロッ
ク出力として機能しているときに、 サポートされないデータ・レー
トが使用された場合、 出力は無効です。

制御入力およびインジケータ出力

シリアル ・ データレート ・ セレクタ

シリアル ・ データレート ・ セレクタ (RATE [1:0]) は、 ユーザー 
が動作シリアル ・ データレートを固定することを可能にします。
ピンの内部プルダウンは、 外部的に論理 High 状態に駆動され
ない限り、 論理 Low 入力状態を保持します。 この入力は、 デ
バイスをテスト ・ モードに切り換えるのにも役立ちます。 Table 1 
に示すコードによって動作シリアル・データレートを選択します。
それによって LMH0356 は、 自動レート検出モードまたはシン
グル動作レートに入ります。 270Mbps レート ・ モードの選択は、
DVB-ASI データをリクロックするときにも使用できます。 DVB-
ASI データは、 8B10B コーディングで伝送される MPEG2 コー
ド化されたデータです。 デバイスは、 ハーモニック ・ ロッキング
なしにこのデータをリクロックします。

TABLE 1.  データレート選択入力コード

レート [1:0]
コード

データレート
またはモード

備考

00 自動レート検出 
モード

01 270Mbps DVB-ASI 動作をサポート
するために使用できます

10 1483/1485Mbps、
2967/2970Mbps
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シリアル ・ データ入力セレクタ

シリアル ・ データ入力セレクタ (SEL [1:0]) は、 ユーザーがアク 
ティブ入力チャネルを選択することを可能にします。 Table 2 は 
SEL [1:0] の状態に対応する入力の選択を示しています。 SEL 
ピンは内部でプルダウンされます。

TABLE 2.  データ入力選択コード

ロック検出

ロック検出 (LD) 出力は、 High のとき、 データが受信中で PLL
がロックされていることを示します。LD を OUTPUT MUTE 入力 
に接続すると、 データ信号を受信していないときにデータおよ
びクロック出力をミュートできます。 Bypass/Auto Bypass 入力が 

High に設定されているときは、 Lock Detect が Low に維持され 
ることに注意してください。 Table 3 を参照してください。

OUTPUT MUTE

OUTPUT MUTE 入力は、 Low のとき、 シリアル ・ データおよ 
びクロック出力をミュートします。 これをロック検出に接続する
か、 外部から駆動することによって出力をミュートまたはミュート
解除することができます。OUTPUT MUTE が LD に接続されて 
いる場合、 PLL がロックされていないとき、 データおよびクロッ
ク出力がミュートされます。 この機能はバイパス機能に優先しま
す。 Table 3 を参照してください。 OUTPUT MUTE の内部プル  
アップ ・ デバイスは、 デフォルトで出力をイネーブルします。

BYPASS/AUTO BYPASS

Bypass/Auto Bypass 入力は、 High のとき、 デバイスをリクロッ 
クせず、 データの出力を強制します。 この入力が Low のとき、
デバイスがアンロック状態にあるか、 検出されたデータレートが
デバイスによってサポートされない場合に、 デバイスは自動的
にリクロッキング機能をバイパスします。 Bypass/Auto Bypass 入 
力が High に設定されているときは、 Lock Detect が Low に維 
持されることに注意してください。 Table 3 を参照してください。 
BYPASS/AUTO BYPASS には内部プルダウン ・デバイスがあり 
ます。

TABLE 3.  制御機能

ロック検出 OUTPUT MUTE BYPASS/AUTO BYPASS デバイスの状態

0 1 X PLL がアンロック、 リクロッカをバイパス

1 1 0 PLL をサポートされているデータレートにロック、 リクロッカをバイパスし
ない

X 0 X 出力がミュート

0 ロック検出 X 出力がミュート

1 ロック検出 0 PLL をサポートされているデータレートにロック、 リクロッカをバイパスし
ない
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SD/HD

SD/HD 出力は、 LMH0356 が SD と HD (3Gbps 含む ) のデー 
タレートのどちらを処理しているかを示します。 これは他のデバ
イス (LMH0302 ケーブル ・ ドライバなど ) を制御するために使
用できます。この出力がHighのときは、データレートが270Mbps
であることを示します。 Low のときは、 データレートが 1483、
1485、 2967 または 2970Mbps であることを示します。 SD/HD

出力はレジスタに記録されている機能であり、PLLがロックされ、
ロック検出出力が High であるときだけ有効です。 PLL がロック
されていない ( ロック検出出力が Low である ) ときの SD/HD 出
力のデフォルト設定は HD (Low) です。 ロック検出アサートまた 
はネゲートの後の短時間、 SDI 上のデータレートの変化のため
に、 SD/HD 出力が未定義の状態になります。 SDI、 ロック検 
出、 および SD/HD の相互関係を示すタイミング図を Figure 3 
に示しています。

FIGURE 3.   SDI, Lock Detect, and SD/HD Timing

TACQ ＝ 「AC 電気的特性」 の表に規定されたア ク イ ジシ ョ ン時間

T1＝ロ ッ ク検出のアサー ト またはネゲー ト から SD/HD出力が有効にな る までの時間で、代表値は37ns ( ク ロ ッ ク周期27MHz)
T2 ＝ SDI 入力が変化し てから ロ ッ ク検出のネゲー ト までの時間で、 最大値は 1ms。 この期間は出力が無効です。
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SCO_EN

入力 SCO_EN は、 SCO/SDO2 差動出力がシリアル ・ クロックま
たは 2 番目のシリアル・データ出力として機能することを可能に
します。 SCO_EN が High のとき、 SCO/SDO2 はシリアル ・ ク
ロックとして機能します。 このピンにはプルダウン ・ デバイスが
内蔵されています。 デフォルト状態 (Low) では、 SCO/SDO2
は 2 番目のシリアル ・ データ出力として機能します。

ENABLE

ENABLE ピンは、 LMH0356 をイネーブルまたはディスエーブ
ルにするために使用します。 デバイスがディスエーブルにされ
ているとき、 出力ドライバおよび大部分の内部回路はパワーダ
ウンします。 水晶発振器 / 外部クロック基準回路 (XTAL IN お 
よび XTAL OUT) は、 ENABLE の状態に関係なくアクティブ状 
態を保ち、27MHz 基準クロック信号の生成と追加のリクロッカへ
の転送を可能にします。 ENABLE ピンはアクティブ High で、
内部プルアップ ・ デバイスによってデフォルトで LMH0356 をイ
ネーブルにします。

水晶または外部クロック基準

LMH0356 は、 27MHz 水晶または外部クロック信号をタイミング
基準入力として使用します。 27MHz パラレル共振水晶および
負荷ネットワークは、XTAL IN/EXT CLK および XTAL OUT ピ   
ンに接続できます。 代わりに、 27MHz LVCMOS 互換クロック 
信号を XTAL IN/EXT CLK に入力できます。適切な水晶クロッ  
クのパラメータを Table 4 に示しています。

TABLE 4.  水晶パラメータ

パラメータ 値

周波数 27MHz

周波数の安定性 推奨ドライブ ・ レベルで 
± 50ppm

動作モード 基本モード、 パラレル共振

負荷容量 20pF

シャント容量 7pF

直列抵抗 40Ω 最大値

推奨ドライブ ・ レベル 100 μW

最大ドライブ ・ レベル 500 μW

動作温度範囲 － 10 ℃～＋ 60 ℃
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Figure 4 は、LMH0356 のアプリケーション回路を示しています。

FIGURE 4.   Application Circuit

ENABLE は内部でプルアップされ、 デフォルトでデバイスがイ
ネーブルになります。 このピンを Low にプルダウンすると 
LMH0356 をパワーダウン ・ モードに設定できます。

BYPASS/AUTO BYPASS は内部でプルダウンされ、 デフォルト 
で自動バイパス ・ モードがイネーブルになります。 このピンを 
High にプルアップすると、強制的に LMH0356 にすべてのデー
タをバイパスさせることができます。

OUTPUT MUTE は内部でプルアップされ、 デフォルトで出力 
がイネーブルになります。 このピンを Low にプルダウンすると、 
出力をミュートすることができます。

XTAL IN/EXT CLK ピンと XTAL OUT ピンには、 27MHz の水   
晶発振器と適切な負荷を接続しています。 水晶発振器は 
Table 4 に記載されたパラメータに合わせる必要があります。 ま 
たは、27MHz LVCMOS互換クロック信号をXTAL IN/EXT CLK   
に入力することもできます。

アクティブ High の LOCK DETECT 出力は、適切なデータが受 
信され、 PLL がロックされていることを示します。

ケーブル ・ ドライバのエッジ ・ レートを SMPTE 準拠に適切に設
定するために、 SD/HD 出力を使用して SDI ケーブル ・ ドライ
バ (LMH0302 など ) の SD/HD ピンを駆動することができます。

これは LMH0356 がロックされていないときはデフォルトで HD/
3G (Low) になっています。 

SCO_EN は内部でプルダウンされ、 第 2 出力 (SCO/SDO2) が
データを出力するよう設定されています。 このピンを High にプ 
ルアップすると、 第 2 出力をシリアル ・ クロックとして設定できま
す。

外付けループ・フィルタ・コンデンサ (LF1 と LF2 の間 ) は 56nF
にします。 使用可能なのはこの値のみです。 ループ ・ フィル 
タ ・ コンデンサは変更しないでください。 

RATE0 と RATE1 は内部でプルダウンされ、 デフォルトで自動
レート検出モードが選択されます。 これらのピンは、 デバイスを 
SD モードまたは HD/3Gモードに設定するために使用することも
できます。 

SEL0 と SEL1 は内部でプルダウンされ、 デフォルトで SDI0 入
力が選択されます。

入力は LVPECL 互換です。 LMH0356 は広い入力コモンモー 
ド範囲を持ち、 ほとんどの場合入力は DC 結合されます。 DC 
結合では、 入力は 「DC 電気的特性」 に規定されたコモンモー
ド範囲内に保持する必要があります。
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Figure 5 は、 LMH0344 ケーブル ・ イコライザと LMH0356 の間 
のDC結合されたインタフェースの例を示しています。LMH0344
の出力コモンモード電圧と電圧振幅は、 LMH0356 の入力コモ
ンモード電圧と電圧振幅の範囲内にあります。 この図では、 
LMH0344 ケーブル・イコライザは同軸ケーブルを通ってきた信
号を復元します。 LMH0356 FR4 イコライザは、 FR4 配線に起  
因する損失を受けた後の信号を復元します。 LMH0356 入力は 
50Ω の内部終端 (100Ω 差動 ) により伝送ラインを終端するの
で、 追加のコンポーネントは必要ありません。

出力は LVPECL 互換です。 SDO は一次データ出力であり、 
SCO/SDO2 は二次出力です。 これは、 シリアル ・ クロックまた
は第 2 データ出力として設定される場合があります。 どちらの出 
力も常にアクティブです。 LMH0356 の出力は、 LMH0356 と受 

信デバイスのコモンモード範囲が互換である限り、 受信デバイ
スの入力と DC 結合されます。

Figure 6 は、 LMH0356 と LMH0302 ケーブル ・ドライバの間で 
DC 結合するインタフェースの例を示しています。 図に示すよう 
に、 必要となるのは 100Ω 差動終端だけです。 抵抗は可能な 
限り LMH0302 に近い位置に配置してください。 必要に応じて、 
100Ω の抵抗 1 個の代わりに、 50Ω の抵抗 2 個とセンター ・
タップのコンデンサ 1 個でこのネットワークをグラウンドに終端で
きます。

LMH0356 には複数のグラウンド接続がありますが、 第 1 のグラ
ウンド接続は面積の大きい露出 DAP です。 DAP は LMH0356 
を適切に作動させるためにグラウンドに接続する必要がありま
す。

FIGURE 5.   DC Input Interface

FIGURE 6.   DC Output Interface
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56 外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters)

48-Pin LLP
Order Number LMH0356SQ

NS Package Number SQA48A

40-Pin LLP
Order Number LMH0356SQ-40
NS Package Number SQF40A
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生命維持装置への使用について
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認められていません。
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